
 
 

令和５年度 保護者アンケート結果の分析 

＜各設問について＞ 

                  

 

 Ａ「そう思う」＋Ｂ「やや思う」と回答いただいた方は

９７％でした。子どもたちのアンケート結果においても、 

９６％がＡ＋Ｂと回答し、多くが楽しく登校できているこ

とが分かりました。 

 ただ、その一方で、楽しく登校できていないと感じてい

る子が少なからずいるのが実態です。子どもたちの「楽し

い」と感じるポイントは多様です。授業の質の向上や児童

会活動や学校行事の内容の見直しなどを図り、様々な側面

から魅力ある学校づくりをしていけるよう努めていきま

す。 

 

  

 Ａ「そう思う」＋Ｂ「やや思う」と回答していただいた

方は、7７％でした。 

子どもたちのアンケートからも、「考えを進んで伝える

ことができている」との質問に対する回答が、Ａ＋Ｂで７

５％→８２％と、わずかに上昇しました。 

今後も、子どもたちが夢中で探求したくなるような課題

の設定、自分に合ったペースや方法で学ぶことができる授

業づくり、多様な人と学び合うことができる授業展開を模

索しながら、学級経営・授業改善に努めていきます。 

 

                           

                 

アンケート結果では、ここ数年、多くの保護者の方から

「進んであいさつや返事ができている」との回答をいただ

いています。昨年度と比べると A+B の割合は減少してい

ますが、A のみの割合は２８％から３６％と増加していま

す。 

積極的にあいさつを返すことができる子も多いと感じま

すが、普段関わることの少ない地域の方や来訪者にはあい

さつをすることに慣れていないようにも感じます。今後、

教職員や地域の人以外の人との出会いも多くなると思いま

す。そのような場でも、進んであいさつできる子を育んで

いけるよう、引き続き、支援していきます。 

質問１ お子さんは、学校に楽しく登校することができている。 

 

質問２ 子どもは、自ら進んで学習することができている。  

。 

 

質問３ 子どもは、自分から進んであいさつや返事をしている。  

 

 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ＋Ｂの割合 

（R4）87％→（R５）8３％ 

 

 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ＋Ｂの割合 

（R４）93％→（R５）9７％ 

 

 

 
Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ＋Ｂの割合 

（R４）70％ → (Ｒ５) 7７％ 



 
 

 

   

 学校でしか学べない友達との関わりにおいて、「協力し

合い、仲良く過ごすことができている」との回答が、Ａ＋

Ｂで９７％と、高い割合を示しています。 

子どもたちのアンケートからも、「友達と仲良くしたり、

友達にやさしくしたりすることができている」との質問に

対する回答が、Ａ＋Ｂで９７％と、同様に高い割合をしめ

していたことを大変うれしく思います。 

今年度は協働して学んだり、交流活動が増えたりしたこ

とも理由の一つだと考えます。今後も子どもたちが協力し

合い仲良く過ごしていけるよう、引き続き、支援していき

ます。 

 

                                                          

 様々な行事での子どもたちの取り組みに対する評価とし

て質問を新設しました。 

質問４同様にＡ＋Ｂでは高い評価で、子どもたちのアン

ケートからも「行事では目標をもって、友達と協力して取

り組んでいる」との質問に対する回答がＡ＋Ｂで９２％と

高い割合でした。しかし、保護者アンケートも、子どもた

ちのアンケートもともに質問４と比較するとＡの割合が少

し下がっている結果となりました。 

 引き続き、各行事の目標やめあてを意識して取り組み、

友達と協力することの大切さや喜びを感じることができ

るよう支援していきたいと思います。 

 

                                                          

 Ａ＋Ｂで８８％と、子どもたちは、縄跳び運動に力を入

れて取り組んでいます。今年度は、低学年や、なわとびが

苦手な子でも継続して活動に取り組めるよう、カードの内

容を刷新しました。 

また、複数回、長縄大会を開いたり、なわとび選手権を

開いたりして、楽しみながら、目標をもって取り組めるイ

ベントを開催しています。３学期には、卒業を前にした６

年生からの発信で、６年生と一緒に遊ぶ会も開催しました。 

 引き続き、子どもたちが楽しみながら体を動かし、体力

をつけることができるような取り組みを実施していきた

いと思います。 

 

質問４ 子どもは、学校で、友達と協力し合い、仲良く過ごすことができている。 

 

質問６ 子どもは、よく体を動かし、体力をつけることができている。 

 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ＋Ｂの割合 

（R４）9１％→（Ｒ５）9７％ 

 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ＋Ｂの割合 

（R４）8０％→（R５）8８％ 

 

質問５ 子どもは、目標をもって友達と協力して行事に取り組んでいる。 

 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ＋Ｂの割合 

New（R５）９４％ 

 



 
 

                      

 

 

 今年度、学校努力点の「きょうどう的な学び」として、

子どもたちが友達と学び合う活動を意識して各学年で授業

に取り組みました。Ａ「そう思う」＋Ｂ「やや思う」と回

答いただいた方の割合は、８９％でしたが、学校の様子が

分からないので答えにくいとの意見もいただきました。児

童アンケートの結果は、「友達と学ぶと、いろいろなこと

にきづいたり、分かったりして勉強になる」と回答したＡ

＋Ｂの割合が９３％と、高い結果となりました。 

 今後も、子どもたちが主体的、協働的に学び学ぶことが

できるよう、引き続き、授業改善に努めていくとともに、

授業の様子や学校の取り組みの積極的な発信に努めます。 

 

 

 

 本年度も保護者の皆さんに、学校の取り組みをお伝えで

きるよう努めてきました。今後も、子どもたちの学校生活

での様子や努力点における取り組み、お知らせ等を、たよ

りを通して子どもたちの成長の様子を保護者の皆さんにお

伝えできるようにしていきたいと思います。 

また、今後は、少しずつ、たよりの電子配信も進めてい

きたいと考えています。 

ご家庭においても、学校・学年だよりや保健、給食だよ

りなどの内容を話題にしていただけると幸いです。 

 

 

 

 Ａ＋Ｂと回答いただいた方の割合は、9４％になりまし

た。毎月、各教室や活動場所の安全点検を全職員で分担し

て確認するなど、校内の施設維持を心掛けています。昨年

度は各教室に温度調整できる独立エアコンの設置や非常階

段の修理、今年度は全教室にタブレットに対応したＴＶの

設置や、渡り廊下の連絡防止柵の設置などを行っています。

大規模な工事は申請が必要ですが、軽微な破損については、

職員で修理営繕しています。今後も子どもたちが快適・安

全に生活していけるよう、引き続き、努めてまいります。 

 

 

質問８ 学校は、学校・学年・保健・給食だよりなどを通して、学校の様子を伝えるように努めている。 

 

質問７ 学校は、子どもたちが友達と学び合う活動を通して、子どもたちの学ぶ意欲を

高める授業作りに努めている。  

 

質問９ 学校は、学校施設や学習環境を、子どもたちが生活する上で快適・安全に保つように配慮している。  

 

 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ＋Ｂの割合 

（R４）9２％→（R５）８９％ 

 
Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ＋Ｂの割合 

（R４）9６％→（R５）9７％ 

 

 

 
Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ＋Ｂの割合 

（R４）9７％→（R５）9４％ 

 



 
 

＜おわりに＞ 

 多くの方にアンケートにご協力いただき、感謝しております。また、WEB によるアン

ケートに、多くの方にご協力いただきました。ご多用の中、お取り組みいただき、大変あ

りがとうございました。 

今後も、学校評価アンケートのみならず、各種行事等のアンケートにおいても、WEB

によるアンケートを取り入れていく予定です。引き続き、ご理解・ご協力のほど、よろし

くお願いいたします。なお、今回頂いたご意見の中で、特に多かった学校に対するご意見

やご要望について答えさせていただきます。 

 

〇 運動会やその他行事等をコロナ前まで復活してほしいと思います。学芸会など早く再

開していただきたいです。 

Ａ：昨年度も同じ内容の質問を多数いただきましたが、行事の内容については、感染症の

状況が落ち着いたから、前の形に戻すという方向ではなく、「教育課程」（学校で行う

授業の内容や時間数をはじめ、教育活動全般を示したもの）で示されている内容と照ら

し合わせながら、精選して実施していきます。 

表現する場として体育科の運動会、図画工作科の作品展がありましたが、来年度から

は、音楽科の発表の場として、合奏・合唱を発表したりする場を設けることを検討して

います。 

 

〇 長期休みに宿題が出ないのはなぜですか。 

Ａ：普段の宿題の目的は、家庭学習の習慣をつけることが大きいです。夏季休業期間には、

約４０日間と休みの期間が長いので、全学年で「夏の生活」に加え、普段の家庭学習で

はできないような「探求的な学習」や「創作活動」に時間を使えるよう、各種コンクー

ルの紹介も行いました。冬季休業期間中は、休みの期間が短いことや年末年始を含むこ

とから、児童には家族で季節の行事に参加したり、家庭での仕事を分担したり、個々の

習熟度に合わせた復習をしたりする時間に充ててほしいと考えました。 

  宿題自体がなくてもよいのではというご意見もいただいていますが、主体的に学ぶこ

とが求められています。将来的に児童が「自ら（家庭）学習に取り組める力」を身に付

けるためにも、来年度から学年・発達段階に応じて、家庭学習（宿題）についても工夫

して、指導していく予定です。 

 

〇 夏場の体育館が暑くて、部活の時にしんどいと言っていました。エアコンの設置は難

しいかもしれませんが、何か対策をしていただけたらいいなと思います。 

Ａ：名古屋市全体で中学校から順次、体育館のエアコン設置の計画が進められています。

申請はしていますが、順番が回ってくるまでエアコンの設置は難しいのが現状です。暑

さ指数（ＷＢＧＴ）３１以上では体育館の使用を避け、教室での活動を優先し、児童の

安全に配慮した教育活動を行います。 

 

〇 毎年思っていたのですが、購入する写真の紙質と画質が値段の割に悪く家庭用プリン

ターよりも仕上がりが悪くがっかりします。来年からはもう少し良いものにしてもらい

たいです。 

Ａ：業者の方にご意見をお伝えしました。特に、今年は遠足の写真の際に、印刷業者の手

配の関係で、例年よりも質が良くなかったため、今後、気を付けます。ものによっては

交換をしますとの返答をいただきました。 

 



 
 

 これ以外に「いつも子どもたちのためにご尽力頂きありがとうございます。」「最近、

勉強に前向きな意見をきくことがあります」などのお言葉をいただきました。このような

お言葉を励みにし、子どもたちの健やかな成長のためにさらなる努力をしていきたいと思

います。今後とも、一層のご支援・ご協力をよろしくお願いします。 

 最後に、児童のアンケート結果を資料として、載せておきます。アンケート結果をもと

にお子さんと学校生活について話をしていただけたらと思います。よろしくお願いします。 
 

＜資 料＞ 

 今年度は、児童も WEB によるアンケートに取り組みました。  

 

【児童アンケートの結果】 

質問 質 問 内 容 A B C D 

質問１ 学校生活は楽しいですか。 ８０ １６ ４ ０ 

質問２ 
授業中、自分の考えを進んで伝えることができて

いる。 
３３ ４９ １８ ０ 

質問３ 自分から進んであいさつや返事をしている。 ５１ ３８ １１ ０ 

質問４ 
友達と仲良くしたり、友達に優しくしたりす

ることができている。 
７４ ２２ ３ ０ 

質問５ 
行事では目標をもって友達と協力して取り組

んでいる。 
５３ ３９ ７ ０ 

質問６ 
体育の学習、休み時間などに、体力をつける

ため進んで体を動かしている。 
５３ ３０ １７ ０ 

質問７ 
友達と学ぶといろいろなことに気付いたり、

分かったりして、勉強になる。 
６２ ３１ ７ ０ 

質問８ 授業は、理解できている。 ６１ ３１ ８ ０ 

                                   

 ＜表の見方＞ Ａ そう思う Ｂ やや思う Ｃ あまり思わない Ｄ まったく思わない 

           の回答者の割合（単位；％）です。 


